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コ
タ
ツ
が
必
要
に
な
る
季
節
の
定
番
野
菜

と
い
え
ば
、
何
と
い
っ
て
も
シ
ュ
ン
ギ
ク
で

し
ょ
う
。
す
き
焼
き
や
鍋
物
を
囲
ん
で
の
食

事
は
、
寒
さ
が
増
す
季
節
に
、
一
家
の
食
卓

へ
温
か
さ
と
お
い
し
い
会
話
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
く
れ
ま
す
。

シ
ュ
ン
ギ
ク
は
地
中
海
沿
岸
地
域
が
原
産

で
、
独
特
の
香
気
と
風
味
を
有
す
る
キ
ク
科

の
葉
菜
で
す
。
中
国
や
日
本
な
ど
東
ア
ジ
ア

で
は
野
菜
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
が
、
原
産

地
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
主
に
観
賞
用
と
し
て

栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
越
冬
し
た
株
か
ら
開

花
す
る
シ
ュ
ン
ギ
ク
の
花
は
意
外
と
美
し
く
、

ま
さ
に
「
春
の
菊
」
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

20
×
65
×
20
㎝
の
標
準
サ
イ
ズ
の
プ
ラ
ン

タ
ー
を
準
備
し
ま
す
。
用
土
は
市
販
の
培
養

土
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
（
第
１
図
）。

タ
ネ
ま
き
は
、
春
は
４
月
〜
５
月
中
旬
、

秋
は
９
月
〜
10
月
上
旬
に
行
う
の
が
ベ
ス
ト

で
す
。
１
条
ま
き
の
場
合
は
、
畝う

ね

の
中
央
に

深
さ
５
㎜
程
度
の
浅
め
の
ま
き
溝
を
つ
く
り
、

１
㎝
間
隔
で
タ
ネ
を
ま
き
ま
す
。
２
条
ま
き

で
は
、
条
間
15
㎝
と
し
ま
す
。
シ
ュ
ン
ギ
ク

の
タ
ネ
は
「
好
光
性
種
子
（
光
発
芽
種
子
）」

型
」
と
、
根
元
か
ら
株
が
張
り
側
枝
の
分
岐

が
多
い
「
株
張
り
型
」
の
、
２
つ
の
タ
イ
プ

に
分
類
さ
れ
ま
す
。

●
大
葉
種

葉
は
大
型
で
切
れ
込
み
が
浅
く
、
葉
肉
が

厚
い
品
種
で
す
。
中
葉
種
よ
り
葉
が
や
わ
ら

か
く
、
苦
み
が
少
な
い
の
が
特
長
で
す
。

●
小
葉
種

葉
は
小
型
で
切
れ
込
み
が
多
く
、
葉
肉
が

薄
い
品
種
で
す
。
収
量
が
少
な
く
ト
ウ
立
ち

も
早
い
の
で
、
現
在
は
あ
ま
り
栽
培
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

シ
ュ
ン
ギ
ク
の
生
育
適
温
は
、
15
〜
20
℃

と
冷
涼
な
気
候
を
好
む
の
で
、
春
（
４
〜
５

月
）
と
秋
（
９
〜
10
月
）
が
栽
培
適
期
に
な

り
ま
す
。
栄
養
的
に
は
カ
ロ
テ
ン
の
含
量
が

多
く
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
に
匹
敵
し
ま
す
。
ま

た
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
鉄
分
な

ど
も
豊
富
で
す
。　

シ
ュ
ン
ギ
ク
は
葉
の
切
れ
込
み
程
度
に
よ

り
、
大
葉
種
、
中
葉
種
、
小
葉
種
に
分
類
さ

れ
て
い
ま
す
。

●
中
葉
種

日
本
全
国
で
最
も
栽
培
の
多
い
品
種
が
、

こ
の
中
葉
種
で
す
。
中
葉
種
は
、
側
枝
の
分

岐
が
少
な
く
茎
が
伸
び
や
す
い
「
摘
み
取
り

藤
ふじ た  

田　智
さとし恵泉女学園大学

園芸文化研究所准教授

その22 シュンギク̶温かみをもたらす野菜̶

シ
ュ
ン
ギ
ク
の
特
徴

主
な
品
種

秋田県生まれ。恵泉女学園大学園芸文化研究所准教授。
専門は野菜園芸学、植物育種学、農業教育学。「NHK
趣味の園芸」講師、雑誌「やさい畑」連載などで野菜作
りの魅力を伝える。著書に「別冊NHK趣味の園芸・
わが家の片隅でおいしい野菜を作る」（NHK出版）な
ど多数。 

冬の鍋物に欠かせないシュンギク、新鮮なものはサラダとし
ても楽しめる。

ヨーロッパでは観賞用と
もされるシュンギクの花。

　寒い冬に欠かせない野菜の１つがシュンギク。家族で
鍋を囲めば身体の中から温めてくれて、さらには和やか
な雰囲気ももたらしてくれます。
　鍋物のほか、おひたしやゴマ和え、てんぷらにも合い
ますが、おすすめなのは生食。プランターで作ればいつ
でも新鮮なおいしいサラダが楽しめます。しかも、きれ
いな花も見られて一石二鳥。一味違うシュンギクを目と
舌で味わってください。

コ
ン
テ
ナ
の
準
備

1 栽
培
方
法

タ
ネ
ま
き

2



40 2009．10．はなとやさい

間引き・追肥・土寄せ〈抜き取り収穫の場合〉第3図

 

コンテナの準備第1図

❶標準のコンテナ

鉢底ネットを敷き、底が見えなくな
る程度にゴロ土（軽石）を入れる。

培養土を入れ、表面を平ら
にする。

化成肥料
10ｇ

根つきで収穫。

断面図

横横6565㎝㎝
縦縦2020㎝㎝

高さ高さ
2020㎝㎝

❸軽石（鉢底石） ❹培養土 ❺移植ゴテ

ウォーター
スペース
（２㎝）

断面図

培養土
ゴロ土
（軽石）

❷タネをまく。条間
15㎝で２条まき。

覆土はごく薄く
（シュンギクは好光
性種子）。

間隔１㎝間隔１㎝

❸覆土後は軽く覆土後は軽く
手で押さえ、手で押さえ、
水やりをたっ水やりをたっ
ぷりと。ぷりと。

条間条間
1515㎝㎝

2020～～
2525㎝㎝

❷鉢底ネット

タネまき（２条まき）第2図

❶支柱などで深さ１㎝
ほどの条

すじ

をつける。

株元に軽く株元に軽く
土寄せする。土寄せする。

その後土寄せ。その後土寄せ。

株間３㎝株間３㎝
株間５～６株間５～６
㎝に間引く。㎝に間引く。

❶双葉が完全に開いてから本葉双葉が完全に開いてから本葉
１～２枚の間に間引く。１～２枚の間に間引く。

❷間引き後土寄せ。間引き後土寄せ。 ❸間引きの１週間後に間引き・追肥する。間引きの１週間後に間引き・追肥する。
❹草丈草丈2020～～2525㎝で収穫。㎝で収穫。

シュンギクの販売は62頁

‘きわめ中葉春菊’
寒さに強く低温伸長性があり、葉
色が濃くて品質もよい。

‘菊次郎’
葉がやわらかく食べやすい。分枝
性が強くて揃いもよく、石灰欠乏
症にも強い。

‘中葉春菊’
収量が多く作りやすい。生育旺盛
で耐寒性が強い。

‘株張り中葉春菊’
耐暑性・耐寒性が強く、株元から
の分枝が多い多収種。

‘大葉春菊’
風味のよい大型で肉厚の葉が特徴。
サラダ野菜としても利用できる。

寒い冬には欠かせない食材、シュ
ンギク。

摘み取り型

株張り型

中葉種

大葉種

おすすめのシュンギクあれこれ の
た
め
、
覆
土
は
ご
く
薄
く
し
ま
す
。

タ
ネ
ま
き
後
、
十
分
に
潅
水
し
ま
す
。
発

芽
ま
で
は
乾
燥
さ
せ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
（
第
２
図
）。

　

以
降
の
管
理
は
、
抜
き
取
り
収
穫
と
摘
み

取
り
収
穫
で
異
な
り
ま
す
。

〈
抜
き
取
り
収
穫
の
場
合
〉

発
芽
し
た
ら
、
本
葉
１
〜
２
枚
の
こ
ろ
ま

で
に
３
㎝
間
隔
に
間
引
き
、
株
元
へ
軽
く
土

寄
せ
し
て
株
の
ぐ
ら
つ
き
を
防
ぎ
ま
す
。
間

引
き
の
１
週
間
後
、
株
間
５
〜
６
㎝
に
間
引

き
、
化
成
肥
料
を
10
ｇ
施
し
土
寄
せ
し
ま
す
。

草
丈
が
20
〜
25
㎝
程
度
に
育
っ
た
ら
、
一
気

に
引
き
抜
い
て
収
穫
し
ま
す
（
第
3
図
）。

間
引
き
・
追
肥
・

土
寄
せ
・
収
穫

3
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間引き（1回目）〈摘み取り収穫の場合〉第4図

間引き（２回目）・追肥（１回目）第5図

摘み取り収穫第7図

化成肥料化成肥料
約約1010ｇｇ

本葉３～４枚の本葉３～４枚の
ころ行う。ころ行う。

本葉６～７枚の本葉６～７枚の
時に行う。時に行う。

間引き後、プランター全体に間引き後、プランター全体に
パラパラと追肥し、土寄せしパラパラと追肥し、土寄せし
て根元を押さえる。て根元を押さえる。

その後、たっぷその後、たっぷ
り水やりする。り水やりする。

草丈20～25㎝の時に、地際部を４～５㎝
残して摘み取る。
根元に近いわき芽を残しておく。

わき芽を伸ばして収穫。

４～５㎝４～５㎝

株元に軽く株元に軽く
土寄せする。土寄せする。

株元に軽く株元に軽く
土寄せする。土寄せする。

株間３～４㎝株間３～４㎝

❶双葉が完全に開いてから本葉双葉が完全に開いてから本葉
１～２枚の間に間引く。１～２枚の間に間引く。

❷間引き後土寄せ。間引き後土寄せ。

株間５～６㎝株間５～６㎝株間株間1010～～1515㎝㎝

化成肥料化成肥料
約約1010ｇｇ

ここで間引き菜としてここで間引き菜として
収穫してもよい。収穫してもよい。

2020～～2525㎝㎝

〈
摘
み
取
り
収
穫
の
場
合
〉

❶
間
引
き
（
１
回
目
）

タ
ネ
ま
き
か
ら
２
週
間
後
、
双
葉
が
展
開

し
て
か
ら
本
葉
１
〜
２
枚
の
こ
ろ
ま
で
に
、

３
〜
４
㎝
間
隔
に
な
る
よ
う
弱
い
芽
を
間
引

き
ま
す
。
間
引
き
後
は
株
元
に
土
寄
せ
し
ま

す
（
第
４
図
）。

❷
間
引
き
（
２
回
目
）・
追
肥
（
１
回
目
）

１
回
目
の
間
引
き
か
ら
１
週
間
後
、
本
葉

が
３
〜
４
枚
に
な
っ
た
こ
ろ
、
５
〜
６
㎝
間

隔
に
な
る
よ
う
間
引
き
ま
す
（
第
５
図
）。

❸
間
引
き
（
３
回
目
）・
追
肥
（
２
回
目
）

２
回
目
の
間
引
き
か
ら
１
〜
２
週
間
後
、

本
葉
が
６
〜
７
枚
の
時
に
、
10
〜
15
㎝
間
隔

に
な
る
よ
う
最
終
間
引
き
を
し
ま
す
。
間
引

き
菜
は
捨
て
ず
に
、
お
ひ
た
し
な
ど
に
利
用

し
ま
し
ょ
う
（
第
６
図
）。

❹
収
穫

３
回
目
の
間
引
き
か
ら
１
〜
２
週
間
後
、

草
丈
が
20
〜
25
㎝
に
な
れ
ば
収
穫
時
期
で
す
。

主
枝
を
摘
み
取
っ
て
収
穫
し
ま
す
が
、
こ
の

時
、
必
ず
根
元
に
近
い
葉
の
わ
き
芽
を
残
し

て
お
く
よ
う
に
し
ま
す
。
す
る
と
、
こ
こ
か

ら
新
し
い
茎
葉
が
伸
び
て
い
く
の
で
、
収
穫

が
３
〜
４
回
楽
し
め
ま
す
（
第
７
図
）。

ア
ブ
ラ
ム
シ
に
は
オ
レ
ー
ト
液
剤
、
マ
メ

ハ
モ
グ
リ
バ
エ
に
は
ベ
ス
ト
ガ
ー
ド
粒
剤
を

使
用
し
、
ヨ
ト
ウ
ム
シ
類
は
見
つ
け
次
第
捕

殺
し
ま
す
。
べ
と
病
に
は
ボ
ル
ド
ー
を
散
布

し
ま
す
。

ま
た
、
カ
ル
シ
ウ
ム
欠
乏
に
よ
る
芯
腐
れ

症
状
が
見
ら
れ
る
場
合
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
エ

キ
ス
を
葉
面
散
布
す
る
な
ど
の
対
処
法
を
と

り
ま
す
。

生で食べられるシュンギク
コラム

　シュンギクの食べ方は鍋やすき焼きが主
流で、おひたしやゴマ和え、ピーナッツ和
え、てんぷらなども定番です。しかし、ア
クが少なくやわらかいので生でも食べられ、
意外とうまいのがサラダなのです。
　プランターや畑で作れば、摘みたての新
鮮なシュンギクがいつでも手に入り、おい
しいサラダが楽しめます。一味違うシュン
ギクを味わえるのも、家庭菜園のよさです。

生のシュンギクをサラダで食べよう（写真：シ
ュンギクの薬味和風サラダ）。

収穫適期のシュンギク。

病
害
虫

4

間引き（３回目）・追肥（２回目）第6図


